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　“ひろしま活力農業”経営者育

成事業が、スタートしてから20年

の節目を迎えました。

　この事業は、地域農業を支える

若くて優秀な農業経営者の育成・

確保を目的とし、平成９年から募

集を開始しました。

　研修期間は２年で、１年目はセ

ンターのほ場で葉物野菜の栽培技

術や経営・出荷方法などの基礎的

なことを学び、２年目は就農予定

地の約30アールのビニールハウス

で実地研修を行います。

これまでに40人が修了し、
新規就農しています
　研修修了後は、広島市内の安佐

南区や安佐北区、広域連携を結ん

でいる安芸太田町に新規就農し、

葉物野菜の市民への安定供給に努

めています。

　これらの「活力農業経営者」が

生産する葉物野菜の年間売上高は

約５億円で、広島市中央卸売市場

におけるコマツナの市場占有率は

約３割に及んでいます。

初の女性研修生が農業に熱い
思いを懸けています
　現在、センターのほ場で４人の

研修生が１年目の研修に取り組

み、日々、汗を流しています。そ

の中には、この研修が始まって以

来初めての女性がいます。

　初の女性研修生、加納愛さんに

農業に懸ける思いなどを聞いてみ

ました。

☆農業を目指したきっかけは
「農家でのアルバイトの経験から、

自分が作った野菜を販売したいと

思いました。」

☆不安はありませんか
「就農後に自分だけでやれるか不

安ですが、この研修でしっかり知

識を身につけたいと思います。」

☆加納さんにとって「農業」とは
「初めて、自分から何かをしたい

と夢中になれたものです。」
（2ページへ続く）

農業への思いを語る加納 愛さん

ホウレンソウを袋詰めする渡部 正秀さん土壌分析中の岡㟢 和也さん 中耕作業（土を軽く耕す）を行う今津 壮生さん

“ひろしま活力農業”
20年目の研修始まる
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（1ページより続く）

などの食文化体験、動植物の自然

観察会など

　申込方法などの詳しいことは、

下記までお問い合わせください。

問 農林体験推進課（☎845-4348）

間に利用し、自然の中ですがすが

しい一日を過ごしてみませんか。

　～参加者を募集しています～
■時　間　午前10時～午後３時

■参加費　無料

■定休日　水曜日（水曜日が祝日

の場合は翌日）、年末年始、8月6日

■内　容　水田や畑で農作物の栽

培体験、豆腐づくりや味噌づくり

　「ひろしま市民の里＠安佐」は、

安佐北区安佐町久地に位置し、豊

かな自然の中で、市民がいつでも

誰でも自由に参加して、農林業や

農村文化を体験することができる

場所です。

　農作物の栽培や豆腐づくりなど

を楽しみながら、「食」や「農」

の大切さを学ぶことができます。

　皆さんも、休みの日や空いた時

　約30アールのビニールハウス

で、２年目の実地研修を行う第

19期生３人の研修生を訪ねてみ

ました。

　宇根大貴さんは安佐北区白木町

で、大林辰也さんは佐伯区五日市

町で、また三原朋之さんはこれま

で生活していた広島市から安芸太

田町に移り住み、それぞれがセン

ターで学んだ技術や知識を活かし

ながら、コマツナやホウレンソウ

2年目の実地研修
をしています

野菜づくり

宇根 大貴さん 三原 朋之さん

大林 辰也さん

味噌づくり 自然観察会

シイタケのほだ木づくり

自然の中で農林体験をしてみ
ませんか�「ひろしま市民の里＠安佐」

など葉物野菜の栽培に取り組んで

います。

　そして、研修が修了する今年の

12月からは「活力農業経営者」

として新規就農し、新たな第一歩

を踏み出すことになります。

問 農業振興課（☎ 842-4421）

担い手育成 今年は31人が研修中
　“ひろしま活力農業”経営者育成

の４人をはじめ、「スローライフで

夢づくり」新規就農者育成に７人、

ふるさと帰農支援に15人、“チャレ

ンジ”女性農業者育成に５人の研

修生が、今年もセンターのほ場で

一生懸命頑張っています。

「スローライフで夢づくり」新規就農者育成

ふるさと帰農支援

“チャレンジ”女性農業者育成
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くらいで、マコガレイは約２年、

オニオコゼは約３年で、それぞれ

漁獲サイズの20㎝ほどに成長し

ます。

この放流体験は、毎年６月頃（マ

コガレイ）と９月頃（オニオコゼ）

に各１団体を受け入れていますの

で、希望される場合は、下記まで

連絡してください。

問 普及指導課（☎277-6609）

　食農コーディネーターとは、市

民への「食」と「農」の理解を推

進するため、農作物の栽培から食

べることまで一貫した食農体験や

産地交流会などの企画運営に携わ

る市民ボランティアで、現在、本

センターでは、８期生５人の研修

を行っています。

　この研修の一つとして、5月に

食農体験教室を行いました。「食」

広島市水産振興センターでは、

センターの仕事を知ってもらい、

水産業への理解を深めていただく

ため、広島市内の小学校や子供会

などの団体を対象に、センターで

大切に育てたマコガレイやオニオ

コゼの稚魚の放流体験を行ってい

ます。

放流する稚魚の大きさは、マコ

ガレイ、オニオコゼとも４～５㎝

放流体験を行っています

飼育棟での説明

マコガレイの稚魚

ほ場準備

オニオコゼの稚魚

枝豆の定植

井口漁港で放流

ひろしまそだちの米粉お好み焼き

お好み焼き作り

広島市水産振興センター

の体験では、米粉の生地にソラマ

メやコマツナなど旬の食材を混ぜ

た“ひろしまそだち”のお好み焼

きを作ったり、「農」の体験では、

夏の風物詩である枝豆のほ場準備

と定植を行いました。参加者の方

からは、「お好み焼き作りは初め

ての体験なので、とても新鮮でし

た。」などの喜びの声が聞かれま

した。

　研修生は、来年３月まで食品加

工実習や農家視察などの研修を受

け、研修修了後は、「広島市食農

コーディネーター」として認定さ

れる予定です。

問 農林体験推進課（☎845-4347）

食農コーディネーターの研修
〜食農体験教室〜



ひろしま農林水産振興ニュース

理事長

新
しん

谷
たに

　耕
こう

治
じ

新任ごあいさつ

　魚と漁業のことを楽しく

知り、体験できる教室です。

無料。

■時間　午後１時～３時

■定員　各15組（抽選）　

■申込　往復はがきに①住

所、②氏名（ふりがな）、

③電話番号、④学年、⑤保

護者氏名、⑥教室名を記入

して、各教室の締切日まで

に下記へ。必着。

〒733-0833 広島市西区商

工センター八丁目5－1　

広島市水産振興センター　

普及指導課

問 同課（☎277-6609）
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　花や庭木・果樹などを題

材とする、初めての人でも

気軽に参加できる講習会で

す。

■時間　午後１時～3時

■定員　表のとおり（申込

多数の場合は抽選）

■申込　往復はがきに①住

所、②氏名、③電話番号、

④講座名を記入して、各講

座の締切日までに下記へ。

必着。

〒731-3362 広島市安佐北

区安佐町久地2411－１　

花みどり公園

問 同園（☎837-1247）

開催日 講座名 定員 材料費等 申込締切

９/10（日） 秋の庭木管理 25人 無料 ８/31（木）

９/24（日） 秋のガーデニング 25人 1500円 ９/９（土）

10/29（日） シャクナゲの植え替え 25人

無料

10/11（水）

11/５（日） 冬の庭木管理 25人 10/26（木）

11/12（日） シャクナゲの種蒔きと植栽 25人 11/１（水）

11/16（木） 果樹の剪定（平日版） 25人 11/４（土）

11/19（日） 果樹の剪定 25人 11/４（土）

12/17（日） しめ縄作り 15人
1000円 12/２（土）

12/20（水） しめ縄作り（平日版） 15人

２/25（日） 親子でマーマレード作り 15人 1000円 ２/３（土）

３/４（日） シャクナゲの接ぎ木 25人 500円 ２/22（木）

開催日 教室名 申込締切

８/20（日） カキ養殖（採苗） ８/７（月）

９/17（日） 魚の体と年齢 ９/７（木）

10/15（日）魚の飼い方 10/６（金）

12/17（日）カキ養殖（歴史など） 12/７（木）

１/21（日） かまぼこ作り １/９（ 火 ）

２/18（日） 海藻の役割 ２/７（水）

３/18（日） 魚のおろしかた ３/７（水）

※開催日は変更になる場合があります。

■対象　小学校３～６年生と保護

者（二人１組）

■内容　カキ養殖の学習、収獲、

カキ打ちなど。９月から３月まで

計３回の講座と実習体験。

■定員　15組（抽選）

■参加費　１組5500円（カキの

お土産付き）

■申込　往復はがきに①住所、②

氏名（ふりがな）、③電話番号、④

学年、⑤保護者氏名を記入して、

８月23日（水）までに下記へ。必着。

〒733-0833 広島市西区商工セン

ター八丁目５－１　広島市水産振

興センター　普及指導課

問 同課（☎277-6609）

土に触れ、野菜や花の成長を楽

しんで、収穫の喜びを味わいたい

人のため、①自然豊かな郊外にあ

る「市民農園」、②栽培指導が受

けられる初心者向きの「市民体験

農園」、③市街地近郊で便利な「市

民菜園」を市内各地に設けていま

す。あなたも手軽に野菜や花を作

り、健康的でゆとりのある農園ラ

イフを楽しんでみませんか。

空き区画の状況は、ホームペー

ジ（http://www.haff.city.hiroshima.jp）

で確認するか下記までお問い合わ

せください。

問 農林体験推進課（☎845-4347）

市民菜園市民農園

秋のガーデニング

里山の手入れや、森林でのボラ

ンティア活動をする団体に、作業

に必要な用具や安全具を貸し出し

ています。

学校や企業、地域団体などの皆

さんに幅広くご利用いただいてい

ます。

■貸出用具　草刈鎌、下刈鎌（長

柄）、間伐鋸、枝打鋸、竹挽鋸、鉈、

鍬（長柄、短柄）、砥石、ロープ、

ベルト（道具装着用）、ヘルメット

問 農林体験推進課（☎845-4348）

花と緑の講習会
花みどり公園

冬の庭木管理

海辺の教室
水産振興センター

小学校３～６年生と保護者

魚のおろしかた

魚の体と年齢

市民農園

利用者を募集しています
市民菜園農園ライフをエンジョイ！

このたび、本センターの理事長に就任
いたしました新谷耕治です。
本センターがこれまで実施してきた
様々な取り組みの歩みと成果を踏まえつ
つ、農林水産業の振興と地域の活性化が
いっそう図れるよう、経験豊富な職員と
ともに、精一杯頑張ってまいりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。

学校やグループの活動に

森林用具の無料貸出
ご利用ください

広島かき子ども体験隊
こうしてカキができるんだ募集！


